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第
３
回
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
誘
致
推
進
協
議
会
（
海
野
透
会
長
）
が

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
各
委
員
お
よ
び
伊
沢
勝
徳
議
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
議
で
は
、
協
議
会
が
今
年
４
月
に
行
っ
た
誘
致
に
関
す
る
国

へ
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
執
行
部
か
ら
、
本
県

で
の
開
催
が
決
定
し
た
内
務
・
安
全
担
当
大
臣
会
合
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
説
明
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
と
し
て
執
行
部
へ
提
言
を
行
う
こ
と
や
、
提
言
の
内

容
を
審
議
す
る
た
め
、
次
回
会
議
を
第
４

回
定
例
会
中
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
質
疑
で
は
、

委
員
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、
県
民

に
国
際
会
議
の
開
催
を
有
意
義
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

の
検
討
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
年
の
内
務
・
安
全
担
当

大
臣
会
合
の
開
催
に
向
け
て
機
運
の
醸
成

な
ど
を
図
る
た
め
、
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

県
出
身
学
生
が
県
外
へ
流
出
す
る
可

能
性
は
高
く
、
県
外
に
進
学
し
た
学

生
を
県
内
へ
呼
び
戻
す
施
策
の
充
実

が
必
要
で
あ
る
。
県
出
身
学
生
の
県

内
就
職
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

本
社
機
能
や
研
究
施
設
に
こ

だ
わ
っ
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

若
者
が
望
む
質
の
高
い
雇
用
の
創
出

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
企
業
の
情

報
が
学
生
に
伝
わ
る
よ
う
、
県
内
企

業
の
魅
力
の
発
信
を
強
化
し
、
本
県

出
身
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の

県
内
就
職
を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

ひ
た
ち
な
か
地
区
は
、
産
業
・

観
光
・
交
流
の
面
で
重
要
な
地
区
で

あ
り
、
地
域
経
済
の
発
展
に
は
、
市

や
近
隣
市
町
村
、
県
、
国
が
一
体
と

な
り
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

有
数
の
発
展
可
能
性
を
持
つ

当
地
区
の
将
来
を
見
据
え
、
未
利
用

地
の
積
極
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
国
や
地
元
自

治
体
な
ど
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
当
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
拡
大
と

所
得
制
限
の
撤
廃
な
ど
も
質
問
）

議
員　

生
活
必
需
品
の
値
上
げ
や
円

安
、
資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
が
家
計

や
企
業
経
営
を
直
撃
し
て
い
る
。
生

活
者
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
支
援
が
必
要
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

知
事　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
た
県
独
自
の
給
付
金
の
支
給

や
、
学
校
給
食
の
食
材
費
へ
の
支
援

を
行
う
。
ま
た
、
資
源
循
環
型
農
業

へ
の
転
換
支
援
や
飼
料
価
格
の
高
騰

に
対
す
る
緊
急
対
策
、
観
光
関
連
産

業
へ
の
支
援
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

支
援
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

認
知
症
対
策
は
、
そ
の
家
族

の
支
援
も
含
め
、
地
域
住
民
と
と
も

に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
の
視
点
を
重
視
し
た

地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

認
知
症
施
策
は
「
地
域
共
生
」

の
実
現
が
重
要
。
市
町
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
認
知
症
の
人
な

ど
に
地
域
全
体
で
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
認
知
症

の
人
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ

ス
や
環
境
を
提
供
す
る
「
認
知
症
の

人
に
や
さ
し
い
事
業
所
」
の
認
定
を

開
始
し
た
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
５

０
０
０
事
業
所
の
認
定
を
目
指
す
。

議
員　

触
れ
て
感
じ
る
「
美
し
い
霞
ヶ

浦
」
を
つ
く
る
た
め
、
水
質
改
善
と

と
も
に
、
景
観
の
再
生
、
里
浜
の
造

成
な
ど
が
重
要
と
考
え
る
が
、
取
り

組
み
は
。

知
事　

管
理
者
で
あ
る
国
と
協
調
し
、

水
質
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
行
方
市
天

王
崎
地
区
な
ど
の
砂
浜
を
整
備
し
た

ほ
か
、
県
、
地
元
住
民
な
ど
か
ら
な

る
協
議
会
を
設
置
し
、
自
然
再
生
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
に
対
し
、

水
質
浄
化
は
も
と
よ
り
、
美
し
さ
に

も
配
慮
し
た
湖
岸
の
植
生
や
砂
浜
の

保
全
・
再
生
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

議
員　

レ
ン
コ
ン
の
消
費
拡
大
に
向

け
て
、
味
覚
な
ど
を
言
葉
に
す
る
「
お

い
し
さ
の
見
え
る
化
」、
販
売
方
法

の
工
夫
な
ど
と
と
も
に
、
糖
度
の
高

い
レ
ン
コ
ン
の
生
産
な
ど
品
質
向
上

が
求
め
ら
れ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

知
事　

食
味
な
ど
が
優
れ
た
希
少
部

位
の
商
品
化
や
長
期
輸
送
に
適
し
た

包
装
資
材
を
活
用
し
た
商
品
づ
く
り
、

栄
養
成
分
分
析
、
食
味
な
ど
の
数
値

化
、
新
た
な
食
べ
方
の
提
案
、
先
進

的
な
農
業
者
の
支
援
な
ど
を
一
体
的

に
進
め
、
本
県
産
レ
ン
コ
ン
の
品
質

向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
変
異
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
、
中
高
一

貫
教
育
校
に
お
け
る
教
育
と
学
校
経

営
の
現
状
と
今
後
な
ど
も
質
問
）

八島　功男 議員
公 　明　 党
土 浦 市 選 出  

現
下
の
難
局
を
乗
り
切
る

県
政
運
営

認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を

重
視
し
た
地
域
づ
く
り

触
れ
て
感
じ
る「
美
し
い
霞
ヶ
浦
」

レ
ン
コ
ン
の
消
費
拡
大
に

向
け
た
品
質
向
上

代表質問（要旨）

議
員　

い
ば
ら
き
幸
福
度
指
標
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
た

柔
軟
な
対
応
や
見
直
し
が
重
要
と
考

え
る
。
幸
福
度
指
標
の
導
入
に
よ
り

新
し
い
茨
城
づ
く
り
の
加
速
を
期
待

す
る
。
幸
福
度
指
標
を
基
に
県
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

知
事　

幸
福
度
指
標
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
動
き
な
ど
を
踏
ま

え
、
不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

幸
福
度
指
標
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
変
化
や
失
敗
を
恐
れ
ず
、
新
し

い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、「
活
力

が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

市
町
村
と
連
携
し
た
自
然
環

境
を
守
る
形
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
や
、
太
陽
光
発
電
だ
け

で
な
く
あ
ら
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
が
求
め
ら
れ
る
。

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

知
事　

地
産
地
消
型
の
太
陽
光
発
電

な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
、
地
域
と
共
生

し
た
適
正
な
導
入
が
重
要
と
考
え
る
。

新
た
な
施
策
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
、
市
町
村
や
関
係
事
業
者
と
連
携

し
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

大
学
進
学
を
契
機
と
し
て
、

二川　英俊 議員
県民フォーラム
ひたちなか市選出

県
政
運
営

自
然
環
境
に
配
慮
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

県
出
身
学
生
の
県
内
就
職
支
援

ひ
た
ち
な
か
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
委
員
会
（
常
井
洋
治
委
員
長
）
は
、
今
年
３

月
の
設
置
以
降
、「
社
会
経
済
活
動
の
対
応
」、「
教

育
現
場
の
対
応
」、「
県
民
の
命
と
健
康
、
安
全
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
医
療
・
福
祉
・
警
察
等
の
対

応
」
の
テ
ー
マ
の
下
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
県
の
活
性
化
に
向
け
た
諸

方
策
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
第
１
回
委
員
会
か
ら
第
４
回
委
員
会

に
お
い
て
は
、
県
執
行
部
か
ら
調
査
テ
ー
マ
に
関

わ
る
現
状
や
課
題
な
ど
の
説
明
を
聴
取
し
た
ほ
か
、

各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
か
ら
も
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
５
回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
提
言
の

集
約
に
向
け
た
論
点
整
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
に
お
け
る
審
議

を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
提
言
の
取
り
ま
と
め
に
向

け
て
、
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
誘
致
推
進
協
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た

さらなる発展が期待される
ひたちなか地区

レンコンの品質向上による
消費拡大を

９月26日に開催した第５回委員会の様子
小田原潔外務副大臣への要望活動

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

調
査
特
別
委
員
会
」を
開
催
し
ま
し
た


